
三
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
賄

い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て

増

子

和

男

ノ

 
 
 
前
 
言

 
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
筆
者
の
論
考
も
㍉
三
編
目
と
な
っ
た
。
本
作
品
の

語
彙
的
研
究
を
通
じ
て
実
感
さ
れ
た
の
は
、
唐
代
小
説
の
語
彙
研
究
が
、
唐
詩

に
お
け
る
ほ
ど
、
必
ず
し
も
十
分
試
み
ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

先
行
の
論
文
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
中
の
訳
注
書
を
比
較
対
照
し
て
も
、
そ
の

実
感
は
深
ま
り
こ
そ
す
れ
、
薄
ま
る
こ
と
は
な
い
。
読
者
が
知
り
た
い
語
句
ほ

ど
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
説
明
が
辞
書
的
域
内
に
止
っ
て
い
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
 
 
 
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
詩
の
訳
注
書
に
も
見

ら
れ
る
傾
向
で
は
あ
る
麓
 
 
。

 
一
つ
の
作
品
の
来
源
を
探
り
、
或
い
は
そ
の
主
題
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
作

品
研
究
の
重
要
な
営
み
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
も
、
作
品
中
に
見
え
る
一
つ
の
語
彙
に
対
し
て
も
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
同

時
代
の
人
々
が
、
そ
の
語
彙
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
共
有
し
て
い
た
の
か
を
、

今
少
し
く
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
 
 
 
 
一

 
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
し
、
親
類
縁
者
に
も
見
放
さ
れ
た
主
人
公
・
杜
王
春
は
、

不
思
議
な
老
人
に
三
度
に
渉
っ
て
、
金
銭
的
援
助
を
受
け
る
。
こ
の
う
ち
、
二

度
ま
で
は
放
蕩
に
よ
り
、
使
い
果
た
し
て
し
ま
う
が
、
三
度
目
の
援
助
に
よ
っ

て
、
浮
世
の
義
理
を
済
ま
せ
、
老
人
と
共
に
華
山
雲
台
峰
に
登
る
。
そ
こ
で
子

春
に
課
せ
ら
れ
た
の
が
、
仙
薬
完
成
ま
で
の
沈
黙
の
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
で
あ
る
。

 
こ
の
場
面
は
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ω
 
大
将
軍
、
親
衛
と
共
に
登
場
し
、
子
春
の
姓
名
と
、
何
事
を
為
す
か
を

 
問
う
が
、
子
春
の
応
じ
な
い
の
を
見
て
去
る
。
続
い
て
、
猛
虎
を
は
じ
め

 
と
す
る
恐
ろ
し
い
生
き
物
が
登
場
し
て
、
子
春
を
責
め
さ
い
な
む
が
、
効

 
果
が
無
い
と
見
る
や
退
散
。
大
雨
雷
鳴
が
起
こ
り
、
水
は
子
春
の
坐
下
に

 
及
ぶ
が
、
彼
は
端
坐
し
て
顧
み
な
い
。

働
 
大
将
軍
、
牛
頭
獄
卒
・
奇
貌
の
鬼
神
を
率
い
て
再
登
場
。
威
嚇
し
て
も

 
沈
黙
を
守
る
子
春
。
子
春
の
妻
、
引
き
出
さ
れ
て
責
め
苦
を
受
け
、
つ
い

 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

 
に
劉
碓
に
よ
っ
て
、
脚
よ
り
寸
寸
に
到
ら
れ
る
が
、
子
春
は
こ
れ
を
顧

 
み
な
い
。

㈹
 
子
春
、
大
将
軍
の
命
令
に
よ
り
斬
殺
さ
れ
、
阿
仁
は
閻
羅
王
の
も
と
へ

'
引
き
出
さ
れ
、
地
獄
へ
落
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
は
地
獄
の
責
め
苦
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唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
㈹
一
い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
ー



 
 
つ
ぶ
さ

 
を
備
に
受
け
る
が
、
う
め
き
声
一
つ
上
げ
な
い
。

ω
 
地
獄
で
の
責
め
苦
を
受
け
終
わ
っ
た
子
春
は
女
と
し
て
再
生
。
結
婚
し
、

 
一
型
を
も
う
け
る
が
、
子
春
が
口
を
き
か
ぬ
こ
と
に
腹
を
立
て
た
夫
に
よ

 
り
、
愛
児
が
殺
さ
れ
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
思
わ
ず
声
を
発
し
て

 
し
ま
う
。

 
「
試
し
」
の
場
面
に
見
出
さ
れ
る
語
彙
が
、
多
く
仏
教
用
語
に
来
歴
を
持
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
場
面
に
散
見
す
る
、

よ
う
ど
う
 
 
 
 
 
 
 
た
い
と
う
 
 
が
い
ま
 
 
か
こ
う

牛
頭
獄
卒
、
閻
羅
王
、
獄
（
地
獄
）
、
果
報

か
く
と
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍵
湯
・
刀
山
・
剣
樹

・
鉄
杖
・
碓
躊
・
禮
磨
・
火
坑
・

 
な
ど
の
意
味
を
辞
書
等
で
調
べ
れ
ば
、
直
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

に
、
唐
、
釈
道
世
『
法
苑
謡
講
』
巻
十
一
「
地
獄
部
」
の
、

さ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

夫
論
、
地
獄
幽
酸
特
為
痛
切
。
刀
三
面
日
、
雪
嶺
参
天
、
沸
鍵
騰
波
、
炎

へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

炉
起
焔
、
鉄
城
昼
掩
、
銅
柱
夜
燃
（
中
略
）
牛
頭
悪
眼
、
獄
卒
凶
牙
、
長

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

銀
柱
肋
、
肝
心
碓
躊
。
猛
火
三
身
肌
膚
浄
尽
、
或
三
春
頭
濤
脚
、
煮
醜
烹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

魂
。
到
倉
皇
腸
、
屠
膳
肉
…
（
「
述
意
部
」
第
こ

 
と
い
う
記
述
と
対
照
し
た
と
き
、
右
の
語
彙
が
仏
教
に
来
源
す
る
こ
と
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。

 
先
行
の
論
文
や
訳
注
書
で
は
、
こ
う
し
た
点
を
拠
所
と
し
て
、
種
々
論
を
進

め
、
解
説
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
の
う
ち
、

①
そ
の
意
味
が
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
語
彙
。

②
語
の
意
味
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
来
書
や
、
当
時
の
人
々
に
共

 
通
す
る
、
そ
の
語
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
い
っ
た
も
の
が
検
討
さ
れ
て
い

 
な
い
語
彙
。

 
が
、
各
一
例
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
わ
ず
か
二
つ
の
語
彙
で
は
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
杜
子
春
望
」
を
読
み
解
く
上
で
の
、

何
ら
か
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
二

 
ま
ず
、
右
に
示
し
た
う
ち
の
②
に
相
当
す
る
「
到
碓
」
と
い
う
語
彙
を
検
討

し
た
い
。

 
こ
の
語
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
「
試
し
」
の
場
面
の
㈲
で
あ
っ
た
。

 
い
か
な
る
威
嚇
に
も
動
ぜ
ず
、
沈
黙
を
守
る
論
理
に
業
を
煮
や
し
た
大
将
軍

は
、
彼
の
妻
を
捕
ら
え
て
来
る
。
妻
は
子
春
の
眼
前
で
鞭
打
た
れ
、
射
ら
れ
、

切
ら
れ
、
煮
ら
れ
、
焼
か
れ
る
。
苦
し
み
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
、
一
言
で

も
発
し
て
欲
し
い
と
哀
訴
す
る
妻
の
言
葉
に
も
子
春
は
顧
み
よ
う
と
も
し
な

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
れ

将
軍
は
且
つ
日
は
く
、
潔
白
の
妻
を
毒
す
る
こ
と
能
は
ざ
ら
ん
や
、
と
。

ざ
た
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
よ
い
よ

劉
碓
を
取
り
き
脚
よ
り
寸
寸
に
之
を
劃
ら
し
む
。
妻
の
叫
契
愈
急
な

 
 
 
つ
ひ
 
 
こ
れ
 
 
か
へ
り

る
も
、
寛
に
之
を
顧
み
ず
。

こ
の
「
劉
碓
」
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
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㈲
 
刀
と
す
る
説
”
前
野
直
彬
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』
（
中
国
古
典
文

 
学
全
集
㈲
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）
同
『
盛
代
伝
奇
集
』
2
（
東
洋
文

 
庫
㈲
、
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）
、
同
『
六
朝
・
唐
・
宋
小
説
選
』
（
中
国

 
古
典
文
学
大
系
⑳
、
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）

個
 
鐘
（
鍵
刀
。
骨
、
角
、
鋼
鉄
な
ど
の
出
っ
ぱ
っ
た
と
こ
ろ
を
と
り
去
る

 
道
具
）
と
碓
（
穀
物
を
つ
く
用
具
）
と
す
る
説
”
姜
雲
・
宋
平
校
注
『
玄

 
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
（
上
海
古
言
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
、
今
村
与
志
雄

 
『
唐
宋
伝
奇
集
』
わ
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
 
到
（
藁
な
ど
を
短
か
く
す
る
道
具
）
と
碓
（
石
臼
）
と
す
る
説
n
塩
谷

 
温
『
晋
唐
小
説
』
（
国
訳
漢
文
大
成
・
文
学
部
働
、
国
民
文
庫
刊
行
会
、

 
一
九
二
〇
年
）
、
塩
谷
温
注
・
川
端
康
成
訳
『
唐
代
小
説
』
（
支
那
文
学
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 

 
観
㈹
、
同
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）

⑪
 
押
切
り
と
す
る
説
”
内
田
泉
之
助
・
乾
一
夫
『
唐
代
伝
奇
』
（
新
釈
漢

 
文
大
系
㈹
、
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
、
高
橋
稔
・
西
岡
晴
彦
『
六
朝
・

 
唐
小
説
集
』
（
中
国
の
古
典
岡
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）

 
と
い
う
諸
説
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
㈲
は
意
訳
に
過
ぎ
、
語
釈
た
り
得
な
い

が
、
㈹
◎
は
到
と
碓
と
を
分
け
、
㈲
は
劉
碓
を
一
つ
の
語
と
す
る
。
本
文
に
言

 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
「
寸
寸
に
劃
る
」
に
は
、
や
は
り
、
働
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
こ
の
場
面
は
、
「
杜
延
享
伝
」
の
「
試
し
」
の
幻
影
中
に
散
見
す
る
残
虐
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

場
面
 
 
 
い
わ
ゆ
る
「
異
常
な
興
味
を
呼
ぶ
面
白
さ
」
を
示
す
一
典
型
と
見

為
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
作
品
以
外
の
類
話
に
は
、
こ
の
場
面
が
見
出
さ
れ

な
い
事
か
ら
、
明
ら
か
に
作
者
が
読
者
を
意
識
し
て
挿
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
中
事
で
人
を
切
り
刻
む
と
い
う
の
は
、
作
者
の
創
作
と

考
え
て
良
い
の
か
、
或
い
は
、
こ
の
場
面
を
挿
入
し
た
の
は
、
単
に
読
者
の
好

奇
心
を
呼
ぶ
た
め
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

 
史
上
、
劃
碓
を
刑
具
と
し
て
用
い
た
例
は
、
南
北
朝
と
称
せ
ら
れ
る
時
期
の
、

北
朝
側
の
記
録
に
見
出
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
（
汝
南
王
）
要
説
大
冊
碓
置
濃
州
門
、
盗
者
便
欲
斬
其
手
（
『
北
史
』
魏

書
巻
二
二
「
孝
文
六
王
、
汝
南
王
悦
伝
」
）

○
帝
（
北
郊
、
．
文
宣
帝
）
遂
以
功
業
詰
衿
、
恣
行
嚢
暴
、
昏
狂
醐
螢
、
温
情

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

喜
怒
。
為
大
畠
、
長
鋸
、
劃
碓
之
属
、
並
陳
塾
図
、
意
有
不
快
、
則
手
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

屠
裂
、
或
命
左
右
衡
畷
、
以
逞
其
意
（
『
階
書
』
巻
二
五
「
刑
法
志
」
）

 
右
の
記
録
の
う
ち
、
北
幸
の
文
宣
帝
（
五
五
〇
1
五
五
九
在
位
）
は
、
軍

事
に
か
け
て
は
天
才
的
で
あ
っ
た
が
、
殺
人
に
対
し
て
異
常
な
嗜
好
を
有
し
た

人
物
で
あ
り
、
そ
の
嗜
好
を
満
た
す
た
め
に
、
常
に
囚
人
が
用
意
さ
れ
て
い
た

 
 
 
 
 
 
ユ

と
伝
え
ら
れ
る
。

 
唐
代
に
在
っ
て
は
、
刑
罰
は
、
答
・
杖
・
徒
・
流
・
死
の
五
刑
が
定
着
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

死
刑
の
方
法
も
、
絞
（
絞
首
刑
）
と
斬
と
に
限
ら
れ
た
と
記
録
に
は
見
え
る
。

従
っ
て
、
劃
碓
に
よ
り
人
を
切
り
刻
む
と
い
う
着
想
は
、
作
者
自
ら
が
、
そ
の

身
辺
で
直
接
見
聞
し
た
も
の
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
右
の
よ
う
な
記
録
な
い
し

は
、
そ
う
し
た
伝
承
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

意
識
さ
れ
た
の
は
、
北
斉
の
文
宣
帝
の
行
跡
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
理
由
の
・

第
一
と
し
て
は
、
北
洋
と
唐
と
は
、
時
代
的
に
さ
ほ
ど
遠
く
隔
っ
て
い
な
い
こ

と
。
従
っ
て
、
暴
虐
の
君
主
で
あ
っ
た
文
宣
帝
の
行
跡
は
、
人
々
の
問
に
生
々
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唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
偶
一
い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
ー



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

し
く
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、

・
も
し
そ
う
で
な
く
と
も
、
文
宣
帝
の
右
の
よ
う
な
記
録
が
、
『
右
書
』
に
載
っ

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
言
っ
て
良
い
。
身
代
に
小
説
を
亨
亡
し
得

る
階
層
の
人
々
に
と
っ
て
、
前
代
の
歴
史
を
記
録
し
た
『
回
書
』
は
、
恐
ら
く

何
ら
か
の
形
で
目
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た
前
提
が
あ
れ

ば
、
「
杜
子
春
伝
」
の
到
碓
云
々
の
記
述
に
接
し
て
も
、
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を

結
ぶ
の
に
、
さ
ほ
ど
の
困
難
を
伴
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
さ
ら
に
、
次
の
記
述
は
、
「
杜
滝
春
伝
」
よ
り
後
代
に
成
っ
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
到
碓
の
語
の
来
源
と
、
同
時
代
人
に
共
通
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
上

で
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
下
各
列
門
戸
、
或
榜
云
鎭
湯
地
獄
、
愈
愈
云
劉
碓
地
獄

『
夷
堅
志
』
乙
志
細
面
「
張
女
対
収
量
」
）

（
南
浜
、
洪
遇

 
こ
れ
は
、
南
宋
の
紹
興
己
未
（
九
年
〔
、
一
二
二
九
〕
）
正
月
七
日
に
、
張
淵

道
と
い
う
人
の
二
女
が
、
死
か
ら
蘇
り
、
冥
界
の
有
様
を
語
っ
た
中
の
一
節
で

あ
る
。
，
こ
の
話
の
パ
タ
ー
ン
そ
の
も
の
は
、
六
朝
以
来
の
幽
冥
謹
と
呼
ば
れ
る

一
群
の
説
話
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
る
が
、
就
中
「
到
碓
地
獄
」

の
語
が
注
目
さ
れ
る
。

 
「
劉
碓
地
獄
」
の
名
は
、
先
に
引
い
た
『
法
苑
珠
琳
』
二
十
一
「
地
獄
部
」

を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
系
の
資
料
に
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

 
こ
の
語
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
道
教
系
の
地
獄
説
を
示
し
た
『
太
極
真
人
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

十
四
十
戒
経
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
が
犯
し
て
は
な
ら
な
い
二
十
四
の
戒

と
そ
れ
を
犯
し
た
場
合
に
落
ち
る
地
獄
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
五

番
目
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
不
得
違
経
遣
道
、
欺
誘
他
人
、
敗
壊
自
画
、

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

福
地
。
犯
者
過
去
受
劉
碓
老
身
地
獄
罪
。

侵
損
常
住
、
隠
三
盛
得
隅
高
踏

 
も
ち
ろ
ん
、
「
杜
子
春
伝
」
に
は
、
子
春
の
妻
が
右
の
い
ず
れ
か
の
罪
を
犯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

し
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
彼
女
が
倒
碓
に
よ
っ
て
足
先
か
ら
寸
々
に
劉
ら
れ

る
に
至
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
夫
で
あ
る
子
春
の
側
に
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

 
し
か
し
、
「
到
碓
」
の
語
に
、
先
に
示
し
た
歴
史
記
述
、
と
り
わ
け
北
斉
の

文
宣
帝
の
行
跡
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
、
さ
ら
に
道
教
系
の
地
獄
説
で
あ
る
「
劉

碓
地
獄
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
良
い
で

あ
ろ
う
。
一
つ
に
は
、
こ
れ
が
、
唐
代
の
人
々
の
仏
教
と
道
教
の
混
清
を
示
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

好
箇
の
例
と
な
り
得
る
こ
と
。
そ
し
て
「
杜
子
春
伝
」
を
読
み
解
く
上
で
、

よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
「
劉
碓
」
に
地
獄
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
子
春
の
眼
前
で
妻
を
責
め
さ
い
な
ん
で
い
る
者
た
ち
こ
そ
、
地

獄
の
使
者
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
地
獄
か
ら
の
使
者
の
用
い
る
刑
具

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

は
、
地
獄
そ
の
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
い
。

 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
以
上
の
よ
う
に
、
高
批
の
妻
の
惨
殺
場
面
で
用
い
ら
れ
た
「
到
碓
」
は
、
作

者
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
産
物
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
語
に
こ
め
ら
れ

た
、
い
わ
ば
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
ー
①
記
録
に
示
さ
れ
た
刑
具
、
②
劉
碓
地
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獄
 
 
 
を
巧
み
に
利
用
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
語
を
用
い

た
目
的
は
、
多
分
に
読
者
の
興
味
を
び
く
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
が
、
右
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
得
る
読
者
が
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
効

果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
 
 
三

 
次
に
、
従
来
そ
の
意
味
が
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
い
「
大
将
軍
」
と
い
う
語

彙
を
検
討
し
た
い
。

 
こ
の
語
は
、
先
に
示
し
た
「
試
し
」
の
場
面
の
ω
②
㈹
に
見
え
る
も
の
で
あ

る
が
、
筆
者
が
見
る
こ
と
の
で
き
た
、
日
中
の
論
文
や
訳
注
書
で
は
、
全
て
単

に
「
大
将
軍
」
（
将
軍
）
と
の
み
示
さ
れ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
語
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
か
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

 
「
大
将
軍
」
の
特
徴
が
最
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
場
面
ω
の
冒

頭
で
あ
る
。

 
 
 
 
て
き
き
ょ
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
き
 
 
く
わ
か
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
ね
 
 
が
い
こ
く

 
 
道
士
適
者
す
れ
ば
、
施
旗
・
父
甲
、
千
乗
万
騎
、
葺
く
崖
谷
に
満
ち
、

 
 
か
し
つ

 
 
呵
叱
の
声
、
天
地
を
震
動
す
。
一
人
の
大
将
軍
と
称
す
る
有
り
。
身
長
丈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
わ
う
ば
う

 
 
余
、
人
馬
皆
金
甲
を
着
け
、
光
芒
人
を
射
る
。

 
以
下
、

ろ
う
。＠＠＠

場
面
を
追
っ
て
「
大
将
軍
」
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

身
長
丈
余
（
唐
代
の
一
丈
は
、
約
三
、
一
メ
ー
ト
ル
）
。

金
甲
す
な
わ
ち
金
の
よ
ろ
い
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

多
数
の
配
下
（
牛
頭
の
獄
卒
・
奇
声
の
鬼
神
）
を
率
い
て
い
る
（
場
面

 
ω
）
。

④
閻
羅
書
す
な
わ
ち
閻
魔
大
王
に
仕
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
場
面
㈹
）
。

 
身
長
丈
余
の
冥
界
の
大
将
軍
1
こ
れ
だ
け
で
今
日
の
読
者
に
も
荘
洋
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
唐
人
た
ち
は
、
も
っ
と
明
確
な

共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
、
ま
ず
①
に
見
出
さ
れ
よ
う
。

 
北
面
の
世
（
五
五
〇
1
五
七
七
）
、
崔
季
好
の
妻
が
昼
寝
中
、
次
の
よ
う
な

夢
を
見
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

又
其
妻
曾
昼
寝
、
見
一
神
人
、
身
長
丈
余
、
乱
逆
黒
毛
。
老
来
逼
己
。
巫

日
、
此
是
五
道
将
軍
、
入
食
者
不
祥
也
（
「
崔
季
箭
」
〔
『
太
平
広
記
』
巻
 
 
謝

三
六
一
所
収
、
出
『
北
史
』
〕
）
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陀

 
果
し
て
巫
の
予
言
通
り
、
崔
華
中
は
罪
を
得
て
斬
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、

・
と
い
う
の
が
こ
の
話
の
筋
で
あ
る
。

 
こ
の
五
道
将
軍
は
、
五
道
大
神
、
五
道
神
と
称
さ
れ
、
六
朝
か
ら
十
代
に
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

け
て
閻
羅
王
に
次
ぐ
重
要
な
冥
官
と
考
え
ら
れ
て
い
た
神
で
あ
る
。

 
五
道
将
軍
（
大
神
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
と
し
て
は
、
小
田
義
久
「
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
大
神
放
」
が
あ
る
。
今
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
五
道
将
軍
に
つ
い
て
の

大
要
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
五
道
す
な
わ
ち
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
の
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
口
）
に
在
っ
て
、
武
装
し
て
こ
こ
を
守
護
す
る
神
で
あ
る
。

（
冥
界
の
出
入

（『

＠
j
経
』
）
。

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
㈹
一
い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
ー



 
 
は
ち
お
う
に
ち

②
八
翌
日
（
立
春
・
春
分
・
立
夏
・
夏
至
・
立
秋
・
秋
分
・
立
冬
・
冬

 
至
）
に
、
人
々
の
善
悪
を
調
べ
て
記
録
し
、
そ
の
記
録
は
最
終
的
に
は
閻

 
羅
王
の
も
と
に
達
し
、
最
も
罪
の
重
い
も
の
は
身
を
失
っ
て
死
し
、
再
び

 
生
き
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
『
浄
土
三
昧
経
』
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

③
神
と
し
て
の
序
列
は
㌔
時
代
・
地
域
に
よ
り
異
な
る
が
、
閻
羅
王
の
下

 
へ

 
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

④
こ
の
神
は
、
中
国
の
民
族
宗
教
に
埋
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
名
が
幾
つ

 
 
 
 
 
お
 

 
か
の
疑
経
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
に
源
流
を
持
ち
、
そ
れ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
道
教
の
影
響
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
こ
に
示
さ
れ
た
五
道
大
神
の
特
徴
お
よ
び
先
に
引
い
た
「
崔
季
箭
」
に
見

え
る
五
道
将
軍
の
特
徴
と
を
、
「
杜
子
春
宵
」
の
大
将
軍
の
特
徴
と
対
照
さ
せ

る
と
、
「
杜
子
春
伝
」
に
言
う
大
将
軍
が
、
こ
の
五
道
将
軍
（
大
神
）
で
あ
る

可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
「
杜
三
春
伝
」
の
類
話
と
目
さ
れ
る
作
品
で
は
、
こ
の
大
将
軍
に
あ
た
る
役

廻
り
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

＠＠o
昔
の
傭
主
（
「
上
士
池
」
）

黄
杉
の
人
（
「
薫
洞
玄
」
）

王
の
よ
う
な
人
（
「
顧
三
里
」
）

で
あ
る
。

 
 
 
ぬ
 

で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
②
は
、
六
朝
以
来
の
入
冥
謳
に
多
く
見
出
さ
れ
る
も
の

③
は
閻
羅
王
、
平
等
王
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
が
、

②
③
は
共
に
、
冥
界
か
ら
の
使
者
と
い
う
点
で
「
杜
去
春
伝
」
の
大
将
軍
と
ほ
，

ぼ
同
じ
性
格
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
そ
れ
で
は
何
故
、
「
杜
子
春
里
」
だ
け
大
将
軍
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、

②
の
黄
杉
の
人
が
従
え
て
い
る
の
は
二
人
の
手
力
（
従
僕
）
、
③
の
王
が
従
え

て
い
る
の
は
数
人
の
鉄
騎
兵
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
将
軍
は
、
千
乗
万
騎
を
従

え
、
人
馬
共
に
金
甲
を
着
け
て
登
場
す
る
。
こ
の
、
い
わ
ば
芝
居
が
か
っ
た
登

場
の
仕
方
の
起
源
は
単
に
民
間
信
仰
に
よ
る
の
か
、
作
者
の
純
然
た
る
創
作
で

あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
に
作
者
と
当
時
の
読
者
が
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び

易
い
、
他
の
材
源
が
存
在
す
る
の
か
が
問
題
と
し
て
残
る
。

 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
唐
代
小
説
に
、
当
時
流
行
し
て
い
た
俗
講
、
そ
し
て
そ
の
種
本
で
あ
る
序
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
す
る
指
摘
は
、
劉
開
門
『
唐
代
小
説
研
究
』
以
来
、

少
な
か
ら
ぬ
人
々
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
杜
子
書
伝
」
に
つ
い
て
も
、
近

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

藤
春
雄
『
唐
代
小
説
の
研
究
』
に
、
地
獄
の
苦
が
描
か
れ
て
い
る
所
は
、
目

連
が
阿
鼻
地
獄
に
落
ち
た
亡
母
を
探
し
に
行
っ
た
「
目
連
変
」
の
影
響
が
あ
る

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

し
か
も
杜
子
春
伝
に
み
え
る
刀
山
・
剣
樹
・
鍵
湯
・
鋳
銅
・
碓
掲
・
牛
頭

の
獄
卒
の
類
は
、
み
な
そ
れ
に
見
え
て
い
る
が
、
し
か
も
杜
子
息
伝
の
そ

れ
を
え
が
く
に
た
だ
そ
れ
ら
を
羅
列
す
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
て
い
る
の

は
、
恐
ら
く
当
時
、
俗
講
を
通
し
て
そ
の
こ
と
が
余
り
に
も
知
れ
わ
た
っ

て
い
た
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
（
第
三
節
「
唐
代
小
説
と
詩
」
）

右
の
指
摘
は
、
「
杜
子
笹
伝
」
に
見
え
る
大
将
軍
と
は
何
で
あ
る
か
を
直
接
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説
き
明
か
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
由
来
を
考
え
る
手
が
か
り
を
示
し
た

も
の
と
言
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

 
今
、
試
み
に
、
王
重
民
ほ
か
編
『
敦
煙
具
文
集
』
を
見
る
と
、
五
道
将
軍

の
名
が
見
え
る
も
の
に
、
「
韓
禽
虎
話
本
」
（
同
書
巻
二
）
、
「
破
魔
独
文
」
（
巻
四
）
、

「
大
目
連
冥
間
救
母
変
文
井
図
一
巻
井
戸
」
（
遣
出
）
の
三
種
が
あ
る
。
こ
れ

ら
め
作
品
に
見
え
る
五
道
将
軍
は
、
「
杜
子
春
伝
」
の
大
将
軍
の
特
徴
、
す
な

わ
ち
、
①
身
長
丈
余
、
②
金
甲
を
身
に
着
け
て
い
る
、
③
多
数
の
配
下
を
率
い

て
い
る
、
④
閻
羅
王
に
仕
え
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
の
い
ず
れ
か
を
備
え
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
「
大
目
連
冥
間
船
留
弔
文
」
の
次
の
一
節
は
、
先
に
引
い
た
「
杜

子
春
伝
」
の
大
将
軍
の
登
場
の
一
節
と
深
い
関
連
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
道
将
軍
性
令
悪
、
金
甲
明
室
剣
光
交
錯
、
左
右
百
万
余
人
、
総
是
接
飛

手
脚
。
叫
諏
（
叫
城
）
似
雷
鼓
震
動
、
丁
目
得
電
光
輝
鶴
、
或
有
壁
腹
開

心
、
塁
塞
面
皮
生
剥
（
五
道
将
軍
は
す
さ
ま
じ
き
方
、
金
の
鎧
は
き
ら
き

ら
、
剣
の
光
は
ぎ
ら
ぎ
ら
、
部
下
は
百
万
余
人
、
す
べ
て
精
鋭
の
手
下
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
め

も
。
雷
鳴
の
轟
く
が
如
き
城
き
声
、
電
光
の
は
た
め
く
が
如
き
眼
光
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゐ
 

あ
る
者
は
腹
を
裂
き
胸
開
き
、
あ
る
者
は
面
の
皮
を
ひ
つ
ぺ
が
す
）
。

唐
代
、
広
い
階
層
の
人
々
が
．
い
か
に
俗
講
を
愛
好
し
、

い
た
か
は
、
張
祐
が
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
を
批
評
し
て
、

変
文
に
親
し
ん
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
ん
じ
ょ

や
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
な
ど
に
俗
講
の
名
手
で
あ
っ
た
文
淑
（
淑
）
の

名
が
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
と
す
れ
ば
、
「
杜
三
春
伝
」
の
作
者
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
、

五
道
将
軍
（
大
神
）
は
民
間
宗
教
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
俗

講
に
登
場
す
る
、
多
分
に
派
手
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
者
は
冥
界
の
使
者
と
し
て
、
こ
の
五

道
将
軍
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
登
場
の
仕
方
や
特
徴
か
ら
、

わ
ざ
わ
ざ
そ
の
名
を
述
べ
な
く
と
も
、
当
時
の
読
者
に
わ
か
る
と
い
う
観
点
に

よ
っ
て
、
単
に
「
大
将
軍
」
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
・
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
層
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
大
将
軍
と
は
、
当
時
民
間
宗

教
の
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
、
冥
界
の
神
の
五
道
将
軍
（
大
神
）
で
あ
り
、
そ

の
登
場
の
仕
方
等
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
変
文
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
を
五
道
将
軍
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
作
者
と
当
時
の
読
者
と
の
問

に
そ
の
名
を
言
わ
ず
と
も
、
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
ぶ
素
地
が
あ
っ
た
た
め
に

ほ
か
な
る
ま
い
。

 
そ
れ
が
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
俗
講
の
急

 
 
 
 
 
 

速
な
衰
退
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
五
道
将
軍
の
名
が
消
え
去
り
、
他
に
転
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
 

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（241）

上
窮
碧
落
下
黄
泉
、
両
処
荘
荘
都
不
見
。
此
山
豆
不
是
目
連
訪
母
耶
。

と
述
べ
た
と
い
う
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
ま
り
に
有
名
な
挿
話
や
、
段
成
式
『
酉
陽
雑
狙
』

 
 
 
士
口
 
 
五
弦

 
 
 
糸
 
 
 
二
＝
口

 
以
上
、
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
た
、
「
劃
碓
」
と
「
大
将
軍
」
と
い
う
二
つ
の

語
彙
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
語
彙
が
共
に
作

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
㈹
一
い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
ー



者
の
純
然
た
る
創
作
で
は
な
く
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
語
彙
と
同
様
、
何
ら

か
の
来
源
を
持
ち
l
l
こ
の
場
合
、
史
実
や
民
間
信
仰
や
俗
講
 
 
 
そ
れ

か
ら
来
る
或
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
者
と
同
時
代
の
読
者
と
が
共
有
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

 
本
文
の
あ
ら
す
じ
だ
け
を
追
っ
て
見
て
行
く
限
り
は
、
「
到
碓
」
が
押
切
り

で
あ
れ
、
押
切
り
と
石
臼
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
で
も
良
く
、
「
大
将
軍
」
も
冥
界

の
使
者
で
あ
ろ
う
と
推
定
が
つ
け
ば
そ
れ
で
良
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
地
代
小

説
は
、
所
詮
文
字
通
り
「
小
説
」
で
あ
る
の
で
、
荒
唐
無
稽
・
奇
想
天
外
な
ス

ト
ー
リ
ー
展
開
に
の
み
注
目
す
れ
ば
そ
れ
で
良
く
、
こ
う
し
た
語
彙
の
穿
墾
は

必
ず
し
も
意
味
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
す
る
考
え
も
成
立
し
得
よ
う
。

 
筆
者
も
、
基
本
的
に
は
本
作
品
の
一
字
一
句
悉
く
か
ら
、
何
ら
か
の
寓
意
を

導
き
出
そ
う
と
の
み
す
る
考
え
方
に
は
、
全
面
的
に
は
賛
同
し
か
ね
る
者
の
一

人
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
作
品
を
も
含
め
た
唐
代
小
説
の
作
者
と
当
時
の
読
者

た
ち
が
一
た
と
え
、
そ
れ
が
名
も
な
い
一
介
の
士
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も

 
 
同
時
に
、
唐
詩
と
い
う
詰
紐
に
し
て
陰
騎
に
富
ん
だ
文
学
形
態
の
担
い

手
で
あ
っ
た
こ
と
を
閑
却
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
の
読
み
方
を
誤
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

 
や
は
り
、
作
者
が
一
定
の
水
準
に
あ
る
読
者
を
想
定
し
て
作
品
を
世
に
出
す

以
上
は
、
両
者
の
間
に
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
易
い
 
 
し
か
も
そ
こ
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
連
想
が
生
じ
得
る
1
語
彙
を
意
識
的
に
選
択
し
て
い
た
と

考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
語
が
、
当
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
か
を
復
元
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

作
品
に
本
来
持
た
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
く
ら
み
に
気
付
か
さ
れ
、
当
時

の
人
々
の
生
の
息
吹
き
に
接
す
る
こ
と
も
、
可
能
と
も
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

と
に
よ
っ
て
、
今
日
我
々
が
一
読
し
た
だ
け
で
は
、
「
無
表
情
」
と
し
か
捉
え

ら
れ
な
か
っ
た
作
者
の
表
情
も
、
或
い
は
ほ
の
見
え
て
来
さ
え
す
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）
 
松
浦
友
久
編
『
校
注
 
唐
詩
解
釈
辞
典
』
（
大
出
営
書
店
、
一
九
八
七
年
）

 
及
び
、
近
刊
の
同
書
の
続
編
の
執
筆
者
の
一
人
と
し
て
、
筆
者
が
少
な
か

 
 
ら
ぬ
訳
注
書
を
目
に
し
た
実
感
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
2
）
 
こ
の
場
面
は
、
先
行
の
い
く
つ
か
の
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バ
 
ラ
 
ナ
 
シ

①
「
亭
亭
池
」
（
唐
、
玄
装
・
弁
機
撰
『
大
唐
西
域
記
』
巻
七
「
婆
羅
症
斯

 
国
（
＜
P
「
曽
づ
P
ω
一
）
」
所
収
）

②
「
薫
洞
玄
」
（
『
太
平
広
記
』
巻
四
四
「
神
仙
」
四
四
所
収
、
唐
、
醇
漁

 
思
『
河
東
記
』
に
よ
る
）

③
「
顧
翠
蔓
」
（
唐
、
段
成
式
『
酉
陽
雑
狙
』
続
集
五
「
愚
身
」
所
収
）

な
ど
の
類
話
に
お
い
て
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
右
の
作
品

と
「
杜
子
春
夏
」
と
が
、
同
じ
根
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
重
要
な
論
拠
と
も

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
②
は
構
成
上
、
「
杜
子
春
伝
」
と
近
似
の
も
の

と
言
い
得
る
。

※
内
山
知
也
「
杜
子
春
蒔
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」
（
『
中
国
文
化
研
究
会

 
会
報
』
四
-
一
、
東
京
教
育
大
学
中
国
文
化
研
究
会
、
一
九
五
四
年
）
、

 
松
本
幸
男
「
勤
皇
池
（
救
命
池
）
説
話
の
検
討
」
（
『
立
命
館
文
学
』
二
七

 
五
号
、
立
命
館
大
学
、
一
九
六
六
年
）
、
王
夢
鴎
「
玄
怪
録
及
其
後
乱
作
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品
書
略
」
ω
（
同
『
唐
人
小
説
研
究
』
四
所
収
、
芸
文
印
書
館
、
一
九
七

 
 
九
年
）
な
ど
。
ち
な
み
に
鄭
歪
軸
は
、
「
杜
豊
春
伝
」
の
類
話
と
し
て
、

 
 
「
章
自
東
」
（
『
太
平
広
記
』
巻
三
五
六
）
や
イ
ン
ド
の
『
魔
鬼
的
二
十
五

 
 
故
事
』
（
≦
町
四
日
き
α
9
Φ
＜
p
目
豆
お
ー
ー
邦
訳
『
屍
鬼
二
十
五
話
』
）

 
 
を
挙
げ
て
い
る
（
同
『
挿
図
本
 
中
国
文
学
史
』
第
二
十
九
章
「
伝
奇
文

 
 
興
起
」
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
。
が
、
構
成
上
、
類
話
と
す

 
 
る
に
は
問
題
が
存
す
る
。
詳
し
く
は
、
右
記
の
松
本
、
王
両
氏
の
論
考
参

 
 
照
。

（
3
）
 
馬
草
を
切
る
押
切
り
や
、
到
（
押
切
り
）
と
碓
（
石
臼
）
な
ど
諸
説
が

 
 
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
4
）
 
鎗
銅
は
溶
か
し
た
銅
。
碓
濤
は
、
踏
み
う
す
。
禮
磨
は
、
石
製
の
ひ
き

 
 
う
す
で
ひ
く
こ
と
。
火
坑
は
火
の
穴
、
す
な
わ
ち
焦
熱
地
獄
を
示
す
。
獲

 
 
は
、
釜
。

（
5
）
 
テ
キ
ス
小
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
一
二
二
。
な
お
、
傍
点
は
増
子
。

 
 
以
下
、
こ
と
わ
り
の
な
い
場
合
は
同
じ
。

（
6
）
 
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
は
仏
典
を
直
接
ふ
ま
え
て
、
作
者
が
書
い
た
も
の

 
 
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

（
7
）
 
ち
な
み
に
、
本
書
の
刊
行
を
、
近
藤
春
男
「
日
本
漢
文
学
大
辞
典
』

 
 
（
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
）
で
は
、
昭
和
十
五
年
、
支
那
文
学
大
観
刊

 
行
会
刊
と
し
、
内
山
知
也
『
階
唐
小
説
研
究
』
（
木
耳
社
、
一
九
七
六
年
）

 
 
で
は
、
昭
和
五
年
、
北
拝
堂
刊
と
す
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、
一
九
二
六

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
年
す
な
わ
ち
大
正
十
五
年
、
支
那
文
学
大
観
刊
行
会
刊
が
矛
リ
ジ
ナ
ル
。

 
前
者
は
未
見
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
り
乃
至
は
後
印
本
、
後
者
は
改
装

 
本
で
あ
る
。

（
8
）
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
考
証
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
．

（
9
）
 
木
全
徳
雄
「
『
杜
長
春
伝
』
の
仏
教
・
道
教
的
背
景
」
（
『
加
賀
博
士
退

 
官
記
念
 
中
国
文
史
哲
学
論
集
』
、
北
海
道
教
育
大
学
、
一
九
七
九
年
）
。

 
 
く
え
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
ん
た
ん

（
1
0
）
 
酬
醤
と
は
、
酒
に
酔
っ
て
狂
う
こ
と
。
券
面
と
は
、
切
り
身
に
し
て

 
食
す
る
こ
と
。

（
1
1
）
 
宮
崎
市
定
『
大
唐
帝
国
』
（
世
界
の
歴
史
ω
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九

 
 
八
九
年
）
。

（
1
2
）
 
唐
、
長
孫
無
忌
『
故
唐
律
疏
議
』
巻
一
「
名
四
」
。

（
1
3
）
 
本
作
品
が
、
北
斉
を
併
合
し
た
北
周
か
ら
階
位
に
時
代
を
設
定
し
て
い

 
 
る
こ
と
も
、
こ
の
点
を
考
え
る
何
ら
か
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い

 
だ
ろ
う
か
。
・

（
1
4
）
 
『
正
統
道
蔵
』
洞
真
部
戒
律
類
所
収
。

（
1
5
）
 
こ
れ
は
、
恐
ら
く
作
者
自
身
も
、
ま
た
当
時
の
読
者
も
、
必
ず
し
も
明

 
確
に
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
敦
煙
文
献
に
お
い
て
も
、
仏

 
教
の
諸
菩
薩
の
名
と
共
に
、
道
教
の
冥
官
が
並
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ

 
と
か
ら
も
、
唐
人
の
仏
教
・
道
教
の
混
清
が
日
常
的
で
あ
っ
た
と
の
指
摘

 
 
が
あ
る
（
金
岡
照
光
「
墨
焼
文
献
に
み
ら
れ
る
諸
神
諸
菩
薩
信
仰
の
一
様

 
相
廃
藩
・
追
善
文
・
題
文
等
を
中
心
と
し
て
一
」
〔
『
吉
岡
義
豊

 
博
士
還
暦
記
念
 
道
教
研
究
論
集
l
I
道
教
の
思
想
と
文
化
 
 
』
所
収
、

 
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
。

（
1
6
）
 
先
に
「
到
碓
」
の
語
の
考
証
で
示
し
た
訳
注
書
の
ほ
か
に
、
筆
者
が
主

 
と
し
て
参
照
し
た
中
国
の
訳
注
書
は
次
の
通
り
。
①
正
平
中
点
校
『
古
怪
、

 
録
・
続
騰
怪
録
』
（
古
小
説
叢
刊
、
中
華
三
局
、
一
九
八
二
年
）
②
蘇
味

 
道
選
訳
『
玄
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
（
中
国
歴
代
筆
記
小
説
選
訳
叢
書
、
漸
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唐
代
伝
奇
㍉
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
㈲
1
い
わ
ゆ
る
「
試
し
」
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
ー



 
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
③
三
所
主
筆
『
白
話
太
平
広
記
』
（
北

 
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
四
）
。
ま
た
、
、
筆
記
小
説
の
い
わ
ば
ダ
イ
ジ
ェ

 
 
ス
ト
版
で
あ
る
、
南
宋
、
上
宝
『
類
説
』
巻
十
一
「
病
在
膏
盲
」
や
、

 
 
「
杜
子
春
伝
」
を
翻
案
し
た
明
、
愚
夢
竜
『
三
世
謡
言
』
巻
三
一
「
杜
子

 
 
春
三
入
長
安
」
な
ど
も
参
照
し
た
が
、
前
記
訳
注
書
と
同
様
、
「
大
将
軍
」

 
 
「
将
軍
」
と
だ
け
記
述
さ
れ
て
い
た
。

（
1
7
）
 
沢
田
瑞
穂
『
地
獄
変
』
（
法
蔵
館
、
一
九
六
八
年
）
。
同
書
は
、
本
稿
を

 
 
書
く
上
で
、
何
よ
り
の
道
標
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た

 
 
い
。

（
1
8
）
 
『
東
方
宗
教
』
四
八
（
日
本
道
教
学
会
、
一
九
七
六
年
）
。

（
1
9
）
 
偽
経
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
経
典
。
制
作
地
は
西
域
、
南
海
に

 
 
わ
た
る
が
、
中
国
で
は
中
国
で
制
作
さ
れ
た
経
を
指
す
（
中
村
元
『
仏
教

 
 
語
大
辞
典
』
〔
縮
刷
版
〕
参
照
、
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
）
。

（
2
0
）
 
『
地
獄
変
』
（
本
稿
注
（
1
7
）
）
で
は
、
『
釈
門
正
統
』
巻
四
を
拠
所
と
し

 
 
て
、
「
五
道
将
軍
と
は
、
古
く
江
漸
地
方
に
行
わ
れ
た
淫
祀
の
一
種
で
あ
っ

 
 
た
の
が
、
集
合
せ
ら
れ
て
冥
府
の
神
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

 
 
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
 
閻
羅
王
の
原
型
で
あ
る
夜
摩
（
寄
ヨ
p
）
は
、
イ
ン
ド
の
古
代
叙
事
詩
「
マ

 
 
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
（
ζ
9
ρ
ゴ
O
σ
ゴ
9
「
⇔
け
鋤
）
で
は
、
血
色
の
上
衣
を
着
け
て
い
る

 
 
と
し
、
ま
た
、
あ
る
場
合
に
は
赤
衣
を
身
に
着
け
て
い
る
と
す
る
（
山
辺

 
 
習
学
『
地
獄
の
話
』
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
一
年
。
原
著
は
『
仏

 
 
教
に
於
け
る
地
獄
の
新
研
究
』
、
春
秋
社
、
一
九
三
二
年
）
。

（
2
2
）
 
下
篇
「
『
俗
文
』
小
説
」
に
お
い
て
、
「
遊
仙
窟
」
と
唐
文
の
関
係
に
言

 
 
及
し
て
い
る
（
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
）
。

（
2
3
）
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
。

（
2
4
）
 
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
第
一
，
版
、
一
九
八
四
年
第
二
版
。
な

 
 
お
、
台
湾
の
世
界
書
局
版
『
敦
煙
変
文
七
十
八
種
』
は
、
『
敦
煙
変
文
集
』

 
 
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
で
あ
る
。

（
2
5
）
 
日
本
語
訳
は
、
入
矢
義
高
「
記
文
」
」
（
『
仏
教
文
学
集
』
所
収
、
中
国
古

 
 
典
文
学
大
系
㈹
、
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
一

 
 
節
の
う
ち
、
「
或
有
壁
腹
開
心
」
と
い
う
表
現
は
「
杜
子
春
燈
」
に
、
大

 
 
将
軍
の
配
下
が
子
春
に
姓
名
を
言
え
と
迫
る
場
面
で
、
「
不
当
言
、
即
当

 
 
心
取
叉
置
之
鍵
湯
中
」
と
す
る
表
現
に
重
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
き
げ
ん

（
2
6
）
 
孟
桑
『
本
事
詩
』
情
感
第
七
。
同
じ
挿
話
は
、
五
代
、
王
定
保
『
唐
撫
言
』

 
 
巻
十
三
「
矛
盾
」
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
 
続
集
巻
五
「
寺
塔
記
（
上
）
」
長
安
平
康
坊
菩
堤
寺
の
条
。

（
2
8
）
 
巻
三
「
記
菩
堤
寺
画
」
。

（
2
9
）
 
北
宋
の
真
宗
（
在
位
九
九
七
-
一
〇
二
二
）
の
俗
講
禁
止
が
、
そ
の

 
 
主
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

（
3
0
）
 
『
地
獄
変
』
（
本
稿
の
注
㈲
）
を
参
照
。
後
の
民
間
宗
教
で
は
、
五
道

 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
将
軍
の
名
は
消
え
、
五
道
神
（
大
神
）
の
名
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
も
、

 
・
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
1
）
 
内
山
知
也
「
杜
子
宮
伝
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」
（
本
稿
注
②
）
で
は
、

 
作
品
の
内
容
を
読
ん
で
も
そ
の
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
容
易
に
浮
か
び
あ

 
 
が
っ
て
来
な
い
と
し
、
同
「
杜
子
春
雲
の
無
表
情
に
つ
い
て
」
で
は
、
作

 
 
品
自
体
が
無
表
情
で
あ
る
と
す
る
（
『
中
国
文
化
研
究
会
会
報
』
ニ
ー
二
、

 
東
京
教
育
大
学
中
国
文
化
研
究
会
、
一
九
五
一
年
）
。
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